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月 

日 

趙
良
弼
、
再
度
来
日
。
大
宰
府
に
入
京
を
求
め
る
が
、
目
的
を
達
せ
ず
帰
還
。 

趙
良
弼
、
大
宰
府
よ
り
追
放
さ
れ
る
。 

蒙
古
、
国
号
を
元
に
改
め
る
。 

国
書
の
写
、
大
宰
府
か
ら
幕
府
、
幕
府
か
ら
朝
廷
へ
奉
ら
れ
る
。 

日
本
国
信
使 

趙
ち
ょ
う

良
り
ょ
う

弼ひ
つ

、
筑
前
今
津
（
博
多
湾
西
今
津
）
に
到
着
。
翌
日
大
宰
少
弐

し
ょ
う
に

経
資

つ
ね
す
け

、
国
書
の
写
を 

受
取
る
。 

フ
ビ
ラ
イ
、
島
民
送
還
を
名
目
に
、
蒙
古
使
者 

于
婁

う

る

大だ
い

、
高
麗
使
者 

金き
ん

有ゆ
う

成せ
い

ら
を
日
本
に
送
る
。 

大
宰
府
に
到
着
。
国
書
を
届
け
る
。 

朝
廷
、
菅
原

す
が
わ
ら

長
成

な
が
な
り

の
草
案
に
よ
る
返
書
を
鎌
倉
に
下
す
も
、
鎌
倉
幕
府
は
返
牒
せ
ず
使
者
を
追
放
。 

大
宰
府
が
送
っ
た
遣
日
使
一
行
対
馬
来
着
の
報
が
、
京
都
六
波
羅
に
着
く
。 

黒
的
・
殷
弘
ら
、
返
書
の
入
手
が
で
き
ず
、
対
馬
の
島
民
二
名
を
捕
え
、
蒙
古
へ
帰
還
。 

黒
的
・
殷
弘
ら
対
馬
に
到
着
。
対
馬
よ
り
大
宰
府
、
京
都
へ
国
書
を
伝
達
。 

黒
的
・
殷
弘
、
高
麗
使
者
を
従
え
日
本
へ
出
航
。 

朝
議
に
て
、
蒙
古
へ
の
返
書
を
不
可
と
決
議
。
鎌
倉
幕
府
は
高
麗
使
節
を
追
放
。 

潘
阜
ら
博
多
に
到
着
。
国
書
そ
の
他
を
大
宰
府
に
届
け
る
。 

高
麗
使
者 

潘
阜

は

ん

ぷ

ら
一
行
、
対
馬

つ

し

ま

に
到
着
。 

黒
的
・
殷
弘
、
ふ
た
た
び
高
麗
へ
。
高
麗
に
対
し
て
日
本
招
諭
に
当
た
る
よ
う
命
ず
る
。 

両
使
、
巨
済

き
ょ
さ
い

島と
う

の
松

し
ょ
う

辺へ
ん

浦ほ

に
到
着
す
る
が
、
冬
の
海
の
風
濤
に
日
本
行
き
を
断
念
。
引
き
返
す
。 

フ
ビ
ラ
イ
が
遣
わ
し
た
国
信
使 

黒
的

こ
く
て
き

・
同
副
使 

殷い
ん

弘こ
う

が
高
麗
へ
到
着
。
日
本
と
の
通
交
関
係
樹
立
を
要
求
。 

で 

き 

ご 

と 

文
永
の
役 

関
連
年
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石
築
地
ほ
ぼ
完
成
。 

幕
府
、
筑
前
沿
岸
に
石
築
地
を
築
か
せ
る
。 

元
・
高
麗
軍
の
敗
残
兵
、
合
浦
に
帰
還
。 

元
・
高
麗
軍
敗
退
の
報
が
京
都
に
伝
わ
る
。 

敵
船
、
博
多
湾
か
ら
姿
を
消
す
。
敵
船
一
艘
志
賀
島
に
漂
着
、
二
二
〇
人
が
捕
虜
と
な
り
将
兵
五
〇
余
名
（
六

波
羅
へ
連
行
）
を
除
い
て
斬
首
。 

元
・
高
麗
軍
の
本
隊
、
百
道
浜
よ
り
上
陸
（
麁
原
、
赤
坂
の
戦
）。 

別
軍
、
箱
崎
浜
よ
り
上
陸
（
筥
崎
宮
炎
上
）。
終
日
合
戦
。 

夜
半
、
大
風
雨
起
り
、
二
〇
〇
余
艘
の
元
・
高
麗
軍
船
覆
没
。 

元
・
高
麗
軍
の
一
部
、
筑
前
今
津
長
浜
よ
り
上
陸
。 

元
・
高
麗
軍
、
対
馬
来
寇
の
報
が
京
都
に
伝
わ
る
。 

元
・
高
麗
軍
、
肥
前
松
浦
地
方
に
侵
攻
。 

元
・
高
麗
軍
、
壱
岐
に
侵
攻
。
守
護
代 

平

景

た
い
ら
の
か
げ

隆た
か

、
一
〇
〇
余
騎
を
率
い
て
戦
う
。 

平
景
隆
自
害
。
景
隆
の
郎
党 
宗
三
郎
、
博
多
へ
敗
戦
報
告
に
向
か
う
。 

対
馬
の
左
須

さ

す

浦う
ら

小
茂
田

こ

も

だ

の
海
上
に
来
寇
。 

守
護
代 

宗そ
う

助
国

す
け
く
に

、
八
〇
余
騎
を
率
い
て
戦
う
。
助
国
戦
死
。
助
国
の
郎
党
が
急
を
大
宰
府
に
注
進
。 

日
本
遠
征
の
元
・
高
麗
軍
、
合か

っ

浦ぽ

を
出
航
。 

兵
力
は
、
元
宋
連
合
軍
一
万
五
〇
〇
〇
・
高
麗
軍
八
〇
〇
〇
・
高
麗
梢
工
な
ど
の
計
三
万
の
軍
兵
と
、 

九
〇
〇
艘
の
軍
船
。 

フ
ビ
ラ
イ
、
忻き

ん

都と

・
洪こ

う

茶さ

丘
き
ゅ
う

ら
に
日
本
征
討
を
命
ず
る
。 


